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稲刈り開始
　８月上旬、阿南市で早生品種「ハナエチゼン」の稲刈りが始まりました。

椿地区で2.5ヘクタールを栽培する生産者の並川州甫さんは、８月４日に稲
刈りに汗を流しました。今年産は梅雨が長引き、曇天が続いて生育が遅れ、
収穫量も少ない状況となりました。
　JA管内は、県南の温暖な気候を生かした全国でも有数の早場米産地です。
食の安全安心、食卓の安定供給のため、JA育苗センターやJAライスセン
ターを活用し、農家と一体で美味しい米づくりの実現に取り組んでいます。

くにとし

那賀町３事業所で夏の特別セール開催



　今夏、さらなる高品質出荷、農家所得と農業生産の拡大
を目指し、最新の色彩選別機を阿南ライスセンターに６台、
新野ライスセンターに３台導入しました。導入したのは、
選別の新技術を搭載した機械で、１時間に最大3,500kg
（米袋30kg・100袋）を選別できます。異物除去の精度を
上げる機能や４色のＬＥＤ光源を採用し、玄米処理能力を
15％向上、高耐久の強化部品で労力軽減に繋げます。
　同センターは1989年に設立後、コスト低減、省力化、
品質の均一化による早場米産地としての阿南市米の評価を
高め、コシヒカリ「阿波美人」のブランド米を形成してい
ます。
　JA担当者は「物価が高騰し、厳しい社会情勢の中で農
家の所得増大を念頭に置き、米の有利販売に繋げたい」と
意欲を燃やしています。

　管内の検査場では８月上旬から米の検査を開始。早
生品種「ハナエチゼン」に続き、「コシヒカリ」「あき
さかり」の集荷も始まっています。８月16日、椿集
荷場でＪＡ農産物検査員が「コシヒカリ」の量目のほ
か、米袋に穀刺しを入れて米を取り出し、カルトンと
呼ばれる白と黒の皿で品質や水分を検査しました。Ｊ
Ａは全国有数の早場米産地として「コシヒカリ」阿波
美人でブランドを形成しています。
　ＪＡ農産物検査員は「アグリあなんの米を安心して
多くの消費者に味わっていただくことを目標に、適正
な検査に努めたい」と２人体制で検査を行いました。

厳しい社会情勢の中で農
有利販売に繋げたい」と
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「木頭ゆず」袋掛け栽培　西谷和浩さん
若い就農者増えてほしい

　相生ゆず・すだち部会の西谷和浩さんは、「木頭ゆず」を６アール栽培、袋掛け栽培をしていま
す。両親の栽培を引き継ぎ、15年ほど加工原料を出荷した後、６年前から青果出荷も始めまし
た。その頃、高知県の安芸地区に視察に出向き、果実が日焼けしないよう袋掛け栽培をしているの
を参考に一昨年、試験的に袋掛け栽培をしてみたところ、品質が良かったため、取り入れました。
　近年、高温で日射が強く、山間部でも日陰な
どがないため、梅雨明けから盆明けまで、白と
黒の化繊布を２枚ずつ果実にかぶせています。
果実に化繊布をかぶせていく作業は非常に手間
がかかりますが、品質維持のため、新規就農予
定の従業員と汗を流しています。
　西谷さんが栽培する黄玉ゆずは、10月10日
頃から収穫を始め、青果と加工原料を12月末
までJA那賀経済センターへ出荷予定です。
「ゆずは植栽してから収穫までに５年ほどかか
るけど、県外から移住して取り組んでいる若者
もいるので、今後も若い就農者がどんどん増え
てほしい」と期待を込めました。 袋掛け栽培する西谷さん



体験発表と表彰（田村さん）

皆で元気に調理

花芽検鏡

左から森場長、米山さん、米田裕理
さん、福子さん

ちゃぐりんの紹介をして
皆で読みました
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レジンを固めています
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新鮮とれとれ市

　７月12日、新鮮とれとれ市の会員は高知県へ
の日帰り視察研修に16人が参加し、産直への知
識を高め、会員同士の親睦を深めました。
　行き先のJAファーマーズマーケット「とさの
さと」では、高知県産フルーツを使用したデザート
も数多く、観光客で賑わっていました。JA独自
の集荷システムで県内全域の農畜産物を販売す
る売り場の様子などを視察し、今後に生かせる
勉強ができました。
　また、他の観光地も訪れ、貴重な体験ができ
ました。

　胡瓜部会女性部は７月18日、道の駅「びわ湖大橋米
プラザ」への視察を目的に滋賀県への日帰り研修旅行
を企画し、11人が参加しました。
　「びわ湖大橋米プラザ」は、その名前の通り、米を
筆頭に新鮮な農畜産物を揃えた直売所があり、皆さん
目を輝かせて見学していました。
　最後にロープウェーに乗り、びわ湖が見渡せる絶景
を見て感動した１日となりました。

高知県へ日帰り視察研修高知県へ日帰り視察研修



9

高知県へ日帰り視察研修



　令和５年９月30日までの間に登録申請すれば、インボイス制度の開始と同時に適格請求書発行事業者となり、イン
ボイスを発行することが可能です。

令和５年９月30日
までに登録申請すれば、インボイス制度
開始日に適格請求書発行事業者となり、
インボイスを発行することが可能です

11





令和５年度税制改正について

１万円以下の課税仕入（少額特例）

免税事業者が新たに適格請求書発行事業者となる場合（２割特例）

　令和11年９月末までは、基準期間の課税売上高が１億円以下の事業者が行う１万円以下の課税仕入については、
インボイスがなくても帳簿のみの保存で仕入税額控除が可能となります。

　これまで免税事業者だった方が新たに適格請求書発行事業者となった場合、令和５年10月１日から令和８年９月
30日までの日の属する各課税期間において、納税額を売上消費税額の２割とすることが可能です。
　具体的には、令和５年10月に適格請求書発行事業者の登録を受けた場合、令和５年10月～12月分、令和６年分、
令和７年分、令和８年分までの計４回分の申告が対象となります。ただし、これらの期間内であっても基準期間の
課税売上高が1,000万円を超える課税期間は本特例の適用対象外となります。
　また、本特例は、申告時に選択適用が可能で、簡易課税制度を選択するための事前の届出や直近２年の課税売上
が5,000万以下である等の要件は、求められておりませんので、農業の場合、簡易課税制度を選択する必要がなく
なります。

＜課税売上の総額864万円（消費税８％込み）、課税仕入の総額440万円（消費税10％込み）の場合＞

販　売

生産者
（適格請求書発行事業者以外）

少額特例が適用される取引の例

２割特例が適用される場合の具体例

令和11年９月末まで
インボイス不要

 

基準期間の課税売上高
１億円以下

 

１万円以下 

課税事業者である購入者
（本則課税で計算する場合）

【本則課税】

①売上消費税 864万円÷108×８
　　　　　　 ＝64万円

②仕入消費税 440万円÷110×10
　　　　　　 ＝40万円

③納税額 　　①－②＝24万円

申告時に
選択できる

【特例計算】

①売上消費税 864万円÷108×８
　　　　　　 ＝64万円

②仕入消費税 ①×80％＝51.2万円

③納税額 　　①－②＝12.8万円



令和３年10月１日から令和５年９月30日の間に登録申
請をした方が良いでしょう

販売額が大きい方は令和５年９月30日までに登録申請
をすることを検討しましょう（ただし課税事業者として
申告が必要になります）



日　　時

場　　所

募集人数

参　加　費

準　備　物

申込締切

申　込　先

令和５年11月８日㈬ 午前９時～
令和５年12月６日㈬ 午前９時～
ＪＡアグリあなん加工室

１日　15名

１人　500円

エプロン・三角巾

令和５年10月25日㈬　

経済部  営農課  ☎0884-26-1811

「「ＪＡアグリあなんＡアグリあなん祭」
令和６年１月令和６年１月からから３月頃開催予定３月頃開催予定
「ＪＡアグリあなん祭」

令和６年１月から３月頃開催予定



10月11月令和５年

各種無料相談会
税務相談（要予約）

法律相談（要予約） 

場所　アグリあなん

お問い合わせ

10月18日（水）　10：00～12：00
11月15日（水）　10：00～12：00

10月３日（火）　10：00～12：00
11月７日（火）　10：00～12：00

総務部（0884）26-1814
（月～金（祝日除く）８時半～１７時）

「ＪＡアグリあなん祭」
令和６年１月から３月頃開催予定

今月は五倍酢の炊き込み寿司をご紹介しますので、
ぜひとれたての新米をおいしくいただきましょう！

♦ 作り方

♦ 材料（６～７人分） 

炊きこみ寿司
このレシピで使う
エーコープマーク品

米 …………… 3カップ　
水（干し椎茸の戻し汁を
　　入れて）… 3カップ
酒 …………… 大さじ1

合わせ酢
　砂糖 … 大さじ4～5
　塩 …… 小さじ1～2
　エーコープ五倍酢原液
　 … 大さじ1と1/2～2

① 干し椎茸は戻しておく。（戻し汁は捨てない） 米を洗い、分量の水と酒を加えて30分以上置く。
　 ごぼうは皮をこそげてささがきにし、酢水につけておく。
　 にんじんをせん切り、油あげは半分に切りせん切り。干ししいたけはせん切り。
　 さやいんげんは塩茹でして斜めに細かく切る。
　 卵は砂糖、塩で調理し錦糸卵にする。
② 炊飯器に、ごぼう・にんじん・油あげ・干し椎茸を入れて、炊く。
　 合わせ酢の調昧料を準備しておく。砂糖と塩は合わせておき、エーコープ五倍酢は別の器に入れておく。
③ ご飯が炊けたらすし桶に移し、熱いうちに砂糖と塩を合わせたものをふりかけ、ご飯をきるように手早く混ぜ合わせる。
　 砂糖と塩が完全に溶けたら、エーコープ五倍酢をしゃもじに伝わせるようにして全体にまわしかけ、再び手早く
　 混ぜ合わせる。
　 おすしを盛り、錦糸卵、さやいんげん、紅しょうがで彩りよく飾る。

ごぼう …… １本（約150g)
酢 ………… 適宜
にんじん … 1/2本
油あげ …… 1/2枚
干し椎茸 … 3枚
さやいんげん … 30ｇ
塩 …………… 少々
卵 …………… ２個
砂糖・塩・油 … 適宜
紅しょうが … 適宜　　　

農業用廃プラスチック
回収について

令和
５年度

アグリあなん 経済部 営農課　☎ 26ー1811

収　集
予定日

●令和５年10月３日（火）
　アグリあなん
●令和５年10月24日（火）
　アグリエール（北部経済センター）
●令和６年２月６日（火）
　アグリあなん

時　間 午前９時～11時30分
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木頭Ｙショップ
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　木頭Ｙショップは８月２～３日、宮浜事業所と木沢Ｙショップは８月８～９日、進物商品など
を取り揃えた夏の特別セールを開きました。木頭Ｙショップでは「焼き鳥」と「たこ焼き」の屋台
が出店、木沢Ｙショップでは以前にも増して生活用品を充実させ、宮浜事業所では衣料品や玄米
の保冷庫の展示販売やゼリーのワゴンセールで盛り上げました。
　今年１月に開店したばかりの宮浜事業所には新しく看板を設置し、観光のお客様にもわかりや
すくしました。木頭Ｙショップは昨年11月に木沢Ｙショップを模範とし、新装開店しました。
３事業所とも食品、日用品、農業資材を扱っており、地域住民の方々の大切な生活拠点の一部と
なっています。
　今後とも３事業所のご利用をよろしくお願い致します。




